
水が消えていく！ （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２００１．８．９） 

 

 このところ「生物が消える！」「言葉が消える！」など消える話を続けてきました

が、今日は第３弾「水が消える！」を紹介したいと思います。 

 

 日本の現在の渇水も問題ですが、今日は世界でさらに大問題が発生しているという

話です。 

 今から４０年前の１９６１年４月１２日にソビエト連邦のユーリ・アレクセイヴィ

ッチ・ガガーリンが人間として初めて地球を宇宙から眺めましたが、地球に戻ってか

らの最初の有名な言葉が「地球は青かった！」でした。 

 地球は「水の惑星」ともいわれ、表面は陸地が３０％、海洋が７０％ですから、一

見、水は豊富のようです。実際、地球にある水の量は１４億立方ｋｍと推定されてい

ます。想像もできない数字ですが、東京ドームをヒシャクにして、１秒に１回の早さ

で地球の水を汲むと約４５００年かかるという量です。 

 

 問題は、その水の９７％は海水で、人間が利用できる真水は３％しかないことです

が、さらに、その真水の９割は氷や地下水で、川や湖にある水は１割、すなわち全体

の０・３％しかないことです。これは東京ドームのヒシャクでは１３年で汲みつくす

程度です。 

 このわずかな真水に、大変なことが発生しています。中国の黄河の「断流」という

言葉を聞かれたことがあると思いますが、大河の水が途中で途切れてしまうことです。 

 黄河の幹線部分の長さは５４６４ｋｍで、日本で最長の信濃川（３６７ｋｍ）の１

５倍です。流域面積は７５万平方ｋｍで、日本の面積の２倍です。 

 

 この世界四大文明のひとつの黄河文明の産みの親である黄河が史上初めて、１９７

２年に１５日間も海まで注がなくなってしまったのです。年毎に断流の日数が増加し、

ついに１９９７年には２２６日、約７ヶ月も途絶えてしまいました。 

 原因は上流で農業や工業に水を大量に利用し、流域の人口が増えるので生活用水に

も急速に利用されているからです。 

 

 ところが、もっと凄いことがあります。中央アジアのカザフスタンとウズベキスタ

ンの間にアラル海という湖があります。 

 これは理科年表を見ると世界で４番目に大きい湖です。面積は１９６０年には６万

８０００平方ｋｍで琵琶湖の１００倍、長い部分では対岸まで４００ｋｍ近くありま

すから、東京から名古屋の先までの距離です。 

 ところが３０年たった１９９０年に水面は半分の３万４０００平方ｋｍになり、２

０００年には３分の１の２万３０００平方ｋｍになってしまいました。水量も４０年

間で６分の１です。かつては漁業も盛んでしたが、漁村から水辺まで４０～５０ｋｍ



にもなってしまったので、漁業は消滅してしまいました。 

 原因は湖の水を灌漑用水にして砂漠に引き、綿花の栽培を大規模に行っているのが

原因だといわれています。 

 

 これ以外にもアメリカの２３２０ｋｍの長さのコロラド川もカリフォルニア湾に

はほとんど辿りつかないなど、世界各地で水の異変が起きています。 

 

 このような結果、現在でも世界の人口の５億人は水不足ですが、２０２５年には人

口の半分の４０億人が水不足になるといわれます。また、発展途上国の病気の８０％

は汚水を飲用にしていることが原因だとか、世界では幼児が水不足のために８秒に一

人の割合で死亡しているといわれ、２１世紀は世界各地で水戦争が勃発すると予言す

る人さえいるのです。 

 

 対策のため、１９９６年に世界水会議（ＷＷＣ：Ｗｏｒｌｄ Ｗａｔｅｒ Ｃｏｕ

ｎｃｉｌ）が結成され、９７年以来、３年おきに世界水フォーラム（ＷＷＦ：Ｗｏｒ

ｌｄ Ｗａｔｅｒ Ｆｏｒｕｍ）を開催しています。 

 第１回がモロッコのマラケシュ、第２回がオランダのハーグで開かれ、第３回が２

００３年に琵琶湖を中心にして京都と滋賀で開催されます。 

 日本は「水と安全はただの国」といわれてきましたが、日本の水も危ないのです。 

 


